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協働のまちづくりの仕組みづくりが進んでいます
斑鳩町の総合計画をご存じですか? 斑鳩町のめざす方向と、その実現のための指針として策定されたこの計画は、

『協働』を重要なテーマとし、協働でこそできる重点施策をたくさん掲げています。

昨年は「斑鳩町協働のまちづくり指針 (平成26年 2月 策定)Jや「斑鳩町協働のまちづくり条例 (平成26年 7月 施行)Jが

つくられるなど、協働のまちづくりが大きく動き出した年でした。

『協働』を進めていくために昨年5月 に住民活動団体が参集し、住民有志がコアメン
バーとして活動を始めてからちようど

10か月がたちました。指針と条例に基づいて、まずは、協働のまちづくりの仕組みづくりに取り組み、そして住民と行政の協

働の活動 事業に取り組むことで、総合計画のめざすまちを実現したいと考えています。

協働のまちづくりの仕組みづくりは、着々と進んでいます。多くの皆さんに参加いただけるように、また、情報発信の仕組

みを活用いただけるようこ、現在の取り組み内容をお知らせします。

●現在の主な取り組み●

○ホームページ プログによる情報発信

○協働のまちづくリガイドブックの製作

○コアメンバー定例会の開催 ○情報コーナー 情報ボードの運営

協働のまちづくり情報コーナーOPEN!

場 所 :生き生きプラザ斑鳩 総合受付横カウンター

毎週木曜日午後 1時～3時 コアメンパースタッフが在席しています

協働のまちづくりについての様々な情報が集まる情報発信の場として、
「協働のまち

づくり情報コーナー」がオープンしています。お気軽にお立ち寄りください。

協働のまちづくりの取り組みのすべてや、町内にどんな住民活動があるかなど、スタ

ッフが紹介させていただきます。

団体の皆様は、ぜひ募集ちらしや案内ちらしをご持参ください.

.     1子 来的には協働のまちづくりの支援窓口に発展していくことをめざしています !

●コアメンパーの活動にご参を0ください。

毎月1回は,んなが集まつて相談しながら役富1分担して,舌動しています。興味 関心のある方の参加をお待ちしてます.

☆コアメンノヽ一定例会 :毎月第 2本曜                    2階  会議室

発 行 斑鳩町協働のまちづくリコアメンバー  Ema:karugakyodo@yahoo cojp
事務局 斑鳩町総務課協働のまちづくり推進係内

〒6360198奈良県生駒郡斑鳩町法隆寺西3丁 目7番 12号

TEL Oフ 45-74-1001(lt) FAX 0745-フ4-1011

oニュースレターの発行   ○住民活動団体の情報収集 情報整理

○協働のまちづくり勉強会の企画 など
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町職員と協働事業にとりくむ団体等による

第 1回『協働のまちづくり勉強会』開催 !

行政職員や住民の協働意識を高めるため、コアメンバーと行政の企画で、『第1回協働のまちづくり勉強会』を

開催します。今回の勉強会は、協働の一翼をになうことになる行政の各課職員と、すでに先駆けて協働事業に取

り組んでおられる住民活動団体や事業者を対象にしています。

日 時 :3月 19日 (木)午後 2時～4時

場 所 :生き生きプラザ斑鳩 2階 大会議室

内 容 :1協働のまちづくり条例・指針について
2斑鳩町の協働事業の具体事例発表
3協働のまちづくりの仕組みづくりについて

4今後の取り組み など

*勉強会の様子については、次号のニュースレターで報告させていただきます。

今後は住民の皆さんを対象とした勉強会も開催していく予定です。

●「斑鳩町協働のまちづくリガイドフック (仮称)」 をつくります。

住民活動団体の紹介シート、ボランティア(サボーター)情報、活用可能な住民活動拠点などの情報を整理していま

す.順次、情報コーナーゃホームベージでも紹介していきます。斑鳩町内の住民の活動はこれをみれば分かるという

冊子ができることをめざしています。

●協働のまちづくリホームページをご活用ください !(「斑鳩町協101のまちづくりJで検索 !)

☆ホームページアドレス :http:/`karugabodo webfC2 com

協働のまちづくりの活動がわかります. /町内で活動しているボランティア団体やNPO法人などを紹介しています。/

リンクでつながることができます。……………活動の案内ちらしの掲載やリンクを希望される団体はご連絡ください。

なぜ協働の春ぢづくιlなのでしょう?

A:少 子高齢化など社会環境が大きく変化するなか、社会サービスに対する住民のニーズは多様化、高度化し

ており、従来の均―な公共サービスだけでは対応しきれなくなっています。一方で、厳しい財政状況の中では、

行政にできることには限界があるという現実もあります。誰もが豊かで安心できる生きがいある暮らしを実現

するためには、行政だけでなく、住民、NPO,ボランティア団体、事業者など多様な主体がともに協力して、

多様な社会サービスを提供することによつて、多様な住民ニーズに対応することが求められます。

特に、斑鳩町には独自の歴史 文化がありますので、これらを守り、
次世代に引きlLいでいくための取組みは、協働のまちづくりをすす

めていくことによつてこそ実現できます。

住民の皆さんや住民活動団体などが斬新な発想や創造力を発揮し、

住民と行政がともにまちづくりを進めるために   いま ,『協働』‐
覇 :亀

することが求められています.
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